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　令和４年第２回定例会が、３月３日から16日までの14日間の会期で開催されました。
　昨年２月に当選した藤原町長２年目の一般会計当初予算は、※昨年度比で１億9200万円減とな
る中、学校給食の無償化や、里山を使った観光振興、地区公民館のWi-Fi整備など、町長の意向が
反映されたものでした。議会では、予算決算常任委員会で集中的に予算を審議し、「可決するもの」
として報告され、本会議で議案は全て可決されました。（予算審議の内容は10－12㌻をご覧ください）
　また、福島市と広域連携を進めるための議案も提案され可決されたほか、２月には役場の組織体
制を改編する議案が可決になるなど、新たな取り組みが進められています。

※藤原町長の政策予算が提案された補正後の88億5200万円と比較
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一般会計86億6000万円を可決
予算を慎重審議慎重審議

　従来の半額補助から全額補助にし、学校給食を
完全無償化

新型コロナの影響を受けている事業所への給付金

4402万円 4780万円

小・中学校の給食の無償化 新型コロナウイルス対策給付金事業

藤原町長２年目の予算編成
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新時代への対応3月議会
定例会

　国史跡指定に向け遺跡範囲を確定するための調
査費

里山を通じて地域の魅力を発信する事業

地区公民館９館にWi-Fiを設置

学校と地域が連携して復興のまちづくりを進める

366万円

1000万円

757万円

107万円

前田遺跡の国史跡指定調査費

里山ツーリズムの構築

地区公民館にWi-Fi設置

地域学校協働本部の設置
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一般会計予算の
構成比

歳入
86億

6000万円

歳出
86億

6000万円

地方交付税
28億1034万5千円
（32.5％）

依存財源
（75.0％）

自主財源
（25.0％）

県支出金
12億6776万4千円
（14.7％）

国庫支出金
8億6617万8千円（10.0％）

環境性能割交付金　717万5千円（0.1％）
法人事業税交付金　1694万6千円（0.2％）

地方譲与税　8619万5千円（1.0％）
町債　11億2210万7千円（13.0％）

地方消費税交付金　2億9932万2千円（3.4％）

町税
12億

1375万1千円
（14.0％）

総務費
17億4628万5千円
（20.1％）

民生費
19億369万5千円
（22.0％）

教育費
19億267万7千円
（22.0％）

農林水産業費
4億2965万2千円

（5.0％）

商工費
4億8834万円

（5.6％）

公債費
7億295万8千円
（8.1％）

消防費
4億3493万8千円

（5.0％）

災害復旧費　5千円（0.0％）
予備費　2000万円（0.2％）　

議会費　1億112万7千円（1.2％）　　
土木費　3億7933万8千円（4.4％）　　　

衛生費
5億5098万5千円
（6.4％）

寄附金　6010万6千円（0.7％）
分担金及び負担金　3608万円（0.4％）　　

使用料及び手数料　8895万3千円（1.0％）　　　　
諸収入　3億7865万円（4.4％）　　　　　　

繰入金　3億5749万円（4.1％）　　　　　　　　

その他の自主財源
3735万1千円（0.4％）
繰越金　　2000万円
財産収入　1735万1千円

その他の依存財源　1158万7千円（0.1％）
配当割交付金　　　　363万6千円
地方特例交付金　　　378万1千円
株式等譲渡所得割交付金　237万3千円

交通安全対策特別交付金　136万7千円
利子割交付金　　　 42万9千円
自動車取得税交付金　　　　1千円

依存財源　64億8761万9千円
自主財源　21億7238万1千円

特別会計予算

特別会計予算（つづき）

水道事業会計予算

2億6697万2千円
2億5073万8千円
5533万3千円

1億5860万6千円

20億6967万円
1億9707万3千円
1640万7千円
1607万円

3256万3千円

1323万4千円
1077万円
83万3千円
322万3千円
24万4千円

15億8175万8千円

1433万3千円

介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
奨 学 資 金 特 別 会 計
工業団地造成事業特別会計

小 島 財 産 区 特 別 会 計
飯 坂 財 産 区 特 別 会 計
大綱木財産区特別会計
小綱木財産区特別会計
山木屋財産区特別会計

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

水道事業収益
水道事業費用
資本的収入
資本的支出

国民健康保険特別会計
（診療施設勘定）

特　別　会　計

特　別　会　計

区　　分

予　算　額

予　算　額

予　算　額
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①
政
策
部
門
と
財
政
部

門
を
分
離
し
、
相
互
に
け
ん

制
で
き
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

②
移
住
施
策
に
定
住
施
策
を

含
み
、
政
策
推
進
課
が
所
管

し
ま
す
。

③
政
策
推
進
課
で
取
り
ま
と

め
ま
す
が
、
全
庁
で
連
携
し

ま
す
。　
　
　
　
（
副
町
長
）

　
　
　

①
認
定
こ
ど
も
園
に

対
応
す
る
課
の
改
正
は
行
わ

な
い
の
か
。

②
再
編
に
当
た
り
、
町
民
へ

の
周
知
は
。

③
一
人
職
場
の
解
消
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
令
和
５
年
の
こ
ど
も

園
開
園
に
向
け
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

②
３
月
発
行
の
広
報
誌
で
周

知
し
ま
す
。

③
１
人
係
を
な
く
す
方
向
で

検
討
し
ま
す
。　
（
副
町
長
）

◎機構改革図（機構改革組織のみ掲載）
課 係

企画財政課

企画調整係

―

情報システム係

財政係

―

産業課

商工交流係

農業振興係

農林整備係

原子力災害対策課
住民支援係

除染対策係

生涯学習課

生涯学習係

管理係

遺跡調査係

保健体育係

課 係

政策推進課
政策調整係

まちづくり推進係
デジタル推進室

財政課
財政係

公有財産係

農林振興課

―

農業振興係

農林整備係

原子力災害対策課
住民支援係（とんやの郷）

除染対策係

生涯学習課

生涯学習係

管理係

歴史・文化係

保健体育係
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今
回
の
予
算
で
町
長

が
最
も
力
を
入
れ
た
事
業
は

何
か
。　
（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

学
校
給
食
の
完
全
無
償

化
、
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
、

介
護
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
交

付
な
ど
で
す
。　
　
（
町
長
）

【
概
要
】
従
来
組
織
の
う
ち
、

主
に「
企
画
財
政
課
」と「
産

業
課
」
の
業
務
を
改
編
し
、

新
た
に
「
政
策
推
進
課
」「
財

政
課
」「
農
林
振
興
課
」
と

す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

　
　
　

①
財
政
課
を
政
策
部

門
と
分
け
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
移
住
・
定
住
業
務
は
政
策

推
進
課
で
担
う
の
か
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
業
務

の
所
管
課
は
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

【
概
要
】
事
業
費
の
確
定
等

に
よ
り
、
７
９
５
９
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
99
億

２
３
９
６
万
５
千
円
と
す
る

も
の
。

　
　
　

①
町
勢
要
覧
発
行
の

経
費
が
増
額
さ
れ
て
い
る
が

発
行
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

②
消
防
車
両
の
購
入
費
は
、

令
和
元
年
台
風
で
被
災
し
た

車
両
の
代
替
だ
が
、
な
ぜ
こ

の
時
期
な
の
か
。

③
除
雪
の
実
績
は
、
補
正
は

何
回
分
か
。（高

橋
清
美
議
員
）

　
　

①
３
カ
月
後
を
目
途
に

発
行
予
定
で
す
。

②
９
分
団
、
小
綱
木
地
区
分

団
の
代
替
車
両
で
す
。
財
政

的
な
都
合
で
こ
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。　
（
総
務
課
長
）

③
今
季
は
13
回
除
雪
し
て
い

ま
す
。
全
町
１
回
分
と
し
て

９
５
７
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。　
（
建
設
水
道
課
長
）

　
　
　

①
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
町
民
税
が
個
人
、

法
人
と
も
増
収
に
な
っ
て
い

る
が
そ
の
要
因
は
。

②
火
葬
場
の
基
本
計
画
策
定

委
託
料
の
補
正
理
由
は
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
収

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

影
響
が
な
か
っ
た
た
め
実
績

に
応
じ
て
増
額
し
た
も
の
で

す
。

②
現
在
の
火
葬
場
を
稼
働
さ

せ
な
が
ら
、
建
替
え
を
行
え

な
い
か
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

必
要
経
費
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。　
（
町
民
税
務
課
長
）

令和4年

第１回
臨時会

2月16日開催

役場組織機構を改編
『
政
策
推
進
課
』を
新
設
し
人
口
減
少
等
に
対
策

『
政
策
推
進
課
』を
新
設
し
人
口
減
少
等
に
対
策

答

答

答答

答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

　

藤
原
町
長
の
意
向
に
よ
り
、
４
月
か
ら
役
場
組
織
を
改
編
す
る
た
め
の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
の
質
疑

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

３月に広報かわまたで公表された組織機構改革
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●
議
案
第
６
号

再
エ
ネ
発
電
設
備
の
適
正

な
配
置
等
に
関
す
る
条
例

【
概
要
】
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
施

設
が
生
活
環
境
、
景
観
、
自

然
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
、

設
備
の
適
正
な
設
置
と
維
持

管
理
に
つ
い
て
の
手
続
き
、

責
務
等
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
。

　
　
　

再
エ
ネ
事
業
が
自
然

や
生
活
環
境
に
「
支
障
が
な

い
」
と
認
め
る
基
準
は
定
め

な
い
の
か
。（菅

野
信
一
議
員
）

　
　

数
値
的
な
基
準
等
を
定

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

関
係
者
等
へ
の
聞
き
取
り
等

を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。　
（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

基
準
が
曖
昧
で
は
、

実
際
に
被
害
が
生
じ
た
と
き

立
証
で
き
な
い
。
早
急
に
運

用
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。（

菅
野
清
一
議
員
）

　
　

ど
の
よ
う
な
基
準
が
設

け
ら
れ
る
か
、
議
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。（企

画
財
政
課
長
）

●
議
案
第
13
号

消
防
団
員
報
酬
の
条
例
改

正
【
概
要
】
消
防
団
員
の
年
額

報
酬
を
３
万
５
千
円
か
ら
３

万
６
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
。

　
　
　

１
５
０
０
円
引
き
上

げ
る
根
拠
は
。
団
長
、
副
団

長
の
報
酬
は
上
げ
な
い
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

消
防
庁
か
ら
示
さ
れ
た
、

基
本
団
員
報
酬
を
、
基
準
額

に
合
わ
せ
る
た
め
の
改
正
で

す
。　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

　
　
　

全
国
に
は
５
万
円
、

８
万
円
の
報
酬
も
あ
る
の
で
、

さ
ら
な
る
待
遇
改
善
を
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

調
査
し
て
検
討
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

●
議
案
第
14
号

福
島
市
と
の
広
域
連
携
協

約
締
結
に
関
す
る
協
議

【
概
要
】
福
島
市
を
中
心
都

市
と
す
る
、
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
「
ふ
く
し
ま
田
園
中

枢
都
市
圏
」
の
形
成
に
あ
た

っ
て
、
町
が
連
携
協
約
締
結

に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

　
　
　

構
成
す
る
市
町
村
が

議
会
の
議
決
を
経
な
い
で

決
め
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、

中
心
都
市
に
権
限
を
集
め
、

国
の
中
央
集
権
化
に
つ
な
が

る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

協
定
書
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
り
、
連
携
事
業
に
つ

い
て
も
議
会
の
議
決
が
な
け

れ
ば
予
算
化
で
き
な
い
建
前

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
、
主
従
関
係
が
あ
る
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

結
局
は
福
島
市
に
人

口
が
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
だ

け
で
は
な
く
、
圏
域
全
体
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
描
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
協
議
し
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

か
な
り
幅
広
な
内
容

だ
が
、
年
に
何
回
程
度
協
議

さ
れ
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

現
時
点
で
は
不
明
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

連
携
推
進
協
議
会
に

は
、
米
沢
市
も
入
っ
て
い
た

が
、
連
携
中
枢
都
市
圏
と
の

関
係
は
。（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　

現
時
点
で
は
、
米
沢
市
、

白
石
市
を
含
む
11
の
市
町
村

で
構
成
す
る
推
進
協
議
会
は

存
続
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

中
心
市
か
ら
離
れ
た

地
域
に
は
恩
恵
が
少

な
い
と
考
え
る
。
自
治
体
数

を
減
ら
し
、
道
州
制
を
見
据

え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
、
反
対
す
る
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

条
例
の
改
正
・

そ
の
他
議
案　

答

答

答

答答答

答 答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

【
採
決
】

反
対
【
討
論
】

村　

上　

源　

吉

佐　

藤　

喜
三
郎

新　

関　

善　

三

菅　

野　

清　

一

高　

橋　

真
一
郎

高　

橋　

清　

美

蓮　

沼　

洋　

志

作　

田　

善　

輝

菅　

野　

信　

一

石　

河　

ル　

イ

山　

家　

恵　

子

○○○○○○○○○×○
議案第14号
ふくしま田園中枢都市圏
連携協約締結の協議

○は賛成、×は反対

議 案 採 決 結 果
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救
急
医
療
、
保
育

所
、
運
動
施
設
等

が
広
域
で
利
用
可
能
に
な

る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
観

光
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
、
消
費
拡
大
や
販
売

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

取
組
の
分
野
は
全
20
項
目

に
及
び
ま
す
。

※
一
定
規
模
以
上

の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、

事
前
に
町
と
協
議
の
う
え
、

町
長
の
同
意
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
町
長
は
、
住
民

の
意
見
等
を
参
考
に
、
総

合
的
な
見
地
に
立
っ
て
判

断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

事
業
者
に
は
、
計
画
段
階

か
ら
住
民
へ
の
説
明
会
が

必
須
で
あ
る
ほ
か
、
発
電

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
も
、

適
正
な
維
持
管
理
と
、
報

告
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。※

太
陽
光
…
出
力
50
キ
ロ

　
　
　
　

ワ
ッ
ト
以
上
。

風　

力
…
出
力
20
キ
ロ

　
　
　
　

ワ
ッ
ト
以
上
。

近
年
、
町
と
隣
村

と
の
境
界
に
風
力

発
電
の
大
き
な
風
車
が
立

て
ら
れ
た
り
、
町
内
一
部

地
域
を
含
む
範
囲
で
大
規

模
な
風
力
発
電
設
備
を
設

置
す
る
計
画
が
示
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る

動
き
が
加
速
化
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
景
観
が
損
ね

ら
れ
た
り
、
近
く
の
住
民

が
騒
音
被
害
を
訴
え
た
り

す
る
事
例
が
あ
り
、
再
エ

ネ
事
業
者
が
町
や
そ
の
近

隣
で
発
電
設
備
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
際
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
必
要
が
生
じ
て

い
ま
し
た
。

福
島
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
等
、
近

隣
市
町
村
を
含
む
圏
域
全

体
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
の
方
針
を
打
ち
出
し
、

賛
同
す
る
市
町
村
と
１
対

１
で
協
約
を
締
結
し
ま
す
。

協
約
に
基
づ
く
取
組
に
対

し
、
国
か
ら
は
、
最
大
で

福
島
市
に
約
１
億
円
、
町

に
１
８
０
０
万
円
が
財
源

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
仕
組
み
に
対
し
て
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会

で
は
、「
新
た
な
広
域

行
政
へ
の
布
石
で
は
な

い
か
と
の
強
い
懸
念
や

根
強
い
不
信
感
が
あ

る
」
と
発
言
し
て
い
ま

す
。

7

ポイント
解説

再
エ
ネ
発
電
設
備
の

適
切
な
配
置
等
に
関
す
る
条
例

ポイント
解説

「
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
」で

町
の
暮
ら
し
は
？

な
ぜ
条
例
が
必
要
？

条
例
が
で
き
る
と

ど
う
な
る
？

こ
れ
ま
で
と

何
が
ち
が
う
？

暮
ら
し
の

何
が
変
わ
る
？

◆官民一体の経済成長の取組　◆農業と
観光交流の推進　◆商工業の振興　◆高
度な中心拠点の活用　◆広域道路網の形
成　◆地域医療の充実　◆高齢者等福祉
の充実　◆子育て・教育環境の充実
◆文化・スポーツの振興　◆広域的な土
地利用　◆特長等を生かした地域振興
◆災害対策　◆再生可能エネルギーの導
入推進　◆地域公共交通の充実　◆デジ
タル化の推進　◆出会いの場、移住定住
の促進　◆雇用対策　◆公共施設の相互
利用　◆行政職員の研修会等　◆水道事
業等の広域連携

主な取組内容

令和４年３月30日付けで連携協約が締結されました
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議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名

３月議会定例会審議結果（令和４年３月３日～16日）

第３号

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第９号

第10号

第11号

第12号

第13号

第14号

第15号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

第21号

第22号

第23号

第24号

第25号

第26号

第27号

第28号

第29号

第30号

第31号

第32号

第33号

諮問第１号

動産の取得について

川俣町中央公民館耐震補強・施設改修工事請負契約の一部変更について

川俣町課等設置条例の一部改正に伴う条例の整理に関する条例

川俣町再生可能エネルギー発電設備の適正な配置及び維持管理に関する条例

東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う令和４年度川俣町国民健康
保険税等の減免の特例に関する条例

川俣町公私連携幼保連携型認定こども園に係る施設等の無償貸付に関する条例

川俣町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

川俣町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例

川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例

川俣町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

福島市及び川俣町におけるふくしま田園中枢都市圏の形成に係る連携協約の
締結に関する協議について

川俣町国民健康保険山木屋診療所の指定管理者の指定について

町道路線の認定について

令和３年度川俣町一般会計補正予算（第９号）

令和３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第５号）

令和３年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第３号）

令和４年度川俣町一般会計予算

令和４年度川俣町国民健康保険特別会計予算

令和４年度川俣町介護保険特別会計予算

令和４年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度川俣町簡易水道事業特別会計予算

令和４年度川俣町奨学資金特別会計予算

令和４年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算

令和４年度川俣町小島財産区特別会計予算

令和４年度川俣町飯坂財産区特別会計予算

令和４年度川俣町大綱木財産区特別会計予算

令和４年度川俣町小綱木財産区特別会計予算

令和４年度川俣町山木屋財産区特別会計予算

令和４年度川俣町水道事業会計予算

川俣町小島財産区管理会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決
（6P採決表をご覧ください）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

審 議 結 果
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３月定例会請願審査結果

３月定例会陳情審査結果

受理
番号

受理
番号

付託委員会

付託委員会

件　　　　名

件　　　　名

請願者住所及び氏名 紹介議員

陳情者住所及び氏名

審査
結果

審査
結果

1 総 務 産 業
常任委員会

烏合内集落の生活排水路と広畑地内の
用排水路の一体的整備に係る請願書

川俣町大字羽田字瓜蕪良内42
高木　儀蔵

佐藤喜三郎
作田　善輝 採択

1 総 務 産 業
常任委員会

福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書提出の陳情について

福島県伊達市保原町字舟橋180
　日本労働組合総連合会
　福島県連合会伊達地区連合会

議長　高橋　誠一

採択

　2022年２月24日に行われた、ロシア連邦によるウクライナ
への軍事侵攻は、国家の主権と領土を脅かし、尊い人命を踏み
にじる暴挙であり、断じて許されない行為である。さらには、
核兵器の使用をほのめかし、ついには原子力発電所を攻撃した
ことは、今なお原子力災害に苦しむ福島県民として、絶対に容
認できない。
　第二次世界大戦後に国際社会が築いてきた平和と安全を脅か
す、重大かつ野蛮な行為であり看過できない。
　川俣町議会は、世界で唯一の被爆国である日本の、さらには

　新型コロナ感染が拡大する中、製造業においては、海外サプ
ライチェーンからの部品・資材不足等により休業、生産調整を
余儀なくされるなど、県内の雇用と労働環境は、いまだ先の見
通せない状況が続いている。
　さらに、福島県では、少子高齢化と人口の減少・流出が進み、
震災当時と比較して生産年齢人口が約20万人減少し、人手不
足を補うため外国人労働者数は増加傾向にある。障がい者雇用
数も全国平均を上回る状況にあり、また、パート労働者、契約
社員・派遣社員などの非正規労働者は雇用全体の約４割を占め
るなど、雇用形態が多様化している。
　ウィズコロナ社会の影響を見据えたセーフティネットの強化、
かつ人口流出抑制策として、最低賃金引き上げと早期発効は喫
緊の対策であり、勤労意欲喚起による生産性向上と社会の格差
是正を目的とした、同一労働同一賃金の趣旨に基づく政策でも
ある。
　政府及び関係機関においては、「賃金の経済政策」としての
最低賃金引き上げの重要性を強く意識し、次の事項について、
早急に対策を講じられたい。

原子力災害を経験した地方議会として、戦争と核兵器の使用に
関する発言及び蛮行に対し、断固抗議し軍の無条件即時撤退、
国際法の遵守を強く求める。
　政府においては、ロシア連邦に対し、強く抗議するとともに、
各国との緊密な連携のもと、厳格かつ適切な対応を講じられる
よう、強く求める。
　以上、決議する。
　　令和４年３月７日

福島県伊達郡川俣町議会

１　福島県最低賃金は､ 毎年年率３％程度を目途に引き上げを
はかること。特に、日本は20年以上も賃金の低下傾向が続き、
先進国で取り残されている状況を踏まえ、2021年５月の経
済財政諮問会議で、早期に最低賃金全国平均1000円引き上
げを目指すとした政府の積極姿勢を重く受け止められたい。

２　中小企業等においては、最低賃金引上げ原資捻出のため、
　価格転換を初めとした環境整備の充実、強化を図ること。
３　賃金の多寡と人口移動の相関関係が示されていることから、
最低賃金引上げ施策は、労働力確保、人口流出抑制など、多
様な政策誘導として取り組むこと。

４　福島県最低賃金の改定諮問時期は、労働者間の均衡や景気
　への影響も考慮し、可能な限り早期の発効に努めること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和４年３月16日
　　　衆議院議長　細田　博之様
　　　内閣総理大臣　岸田　文雄様
　　　厚生労働大臣　後藤　茂之様
　　　福島労働局長　河西　直人様

福島県伊達郡川俣町議会

ロシア連邦によるウクライナ侵略に断固抗議する決議

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書



かわまた議会だより

⑴　

地
域
魅
力
向
上
・
発
信
事
業
に
つ
い

て
は
、
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
古
関
裕
而
ゆ
か
り
の
地

な
ど
、
こ
れ
ま
で
町
が
培
っ
て
き
た
魅

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
幅
広

く
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
効
果
が

高
ま
る
よ
う
、
福
島
市
ほ
か
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
す
る
こ
と
。

⑵　

市
町
村
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
等
は
、
免
許
返
納
者
を
初

め
、
ま
す
ま
す
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

等
利
用
者
の
声
を
よ
く
聴
く
と
と
も
に
、

生
活
交
通
体
系
の
維
持
確
保
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、
移
住
定
住
に
お
い
て
も

重
要
な
施
策
で
あ
る
の
で
、
利
便
性
等

に
つ
い
て
は
、
よ
く
検
討
す
る
こ
と
。

⑶　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
啓
発
推
進
事
業
は
、
普
及

啓
発
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
が
、
目
標

や
成
果
の
設
定
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
企
業
等
と
の
連
携
を
検

討
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
。

⑷　

地
区
公
民
館
へ
の
Wi-

Fi
整
備
が
実

施
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進

の
た
め
に
は
、
利
用
者
側
へ
の
理
解
と

普
及
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

高
齢
者
等
へ
の
講
習
会
や
勉
強
会
な
ど
、

さ
ら
に
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

⑸　

振
興
計
画
の
た
め
の
会
議
の
ほ
か
、

復
興
計
画
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

等
の
進
行
管
理
や
策
定
の
た
め
、
各
種

会
議
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
の

主
体
性
を
発
揮
し
つ
つ
町
民
の
意
見
を

よ
く
聴
き
、
政
策
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

⑹　

遊
休
の
町
有
財
産
等
を
活
か
し
、
子

育
て
世
代
に
宅
地
等
を
安
価
に
提
供
で

き
る
よ
う
な
施
策
に
つ
い
て
、
計
画
化

す
る
こ
と
。

⑺　

閉
校
後
の
施
設
、
跡
地
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
元
住
民
と
よ
く
協
議
の
う
え
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
で
積
極

的
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

⑻　

東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠
償
は
、

い
ま
だ
約
13
億
円
が
未
払
い
と
な
っ
て

い
る
。
公
共
賠
償
に
つ
い
て
は
既
に
県

内
16
市
町
村
で
１
０
０
％
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
が
、町
の
現
状
は
36
・
６
％

で
あ
る
。
町
復
興
の
た
め
に
支
出
し
た

重
要
な
財
源
で
あ
る
の
で
、
早
期
回
収

に
努
め
る
こ
と
。
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⑴　

職
員
研
修
費
は
、
自
治
研
修
セ
ン
タ

ー
の
職
員
研
修
が
主
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
が
、
資
質
向
上
の
成
果
が
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。
特
に
、
全
職
員
が
町
内
の
地
理
、

地
名
等
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
職
員
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
。

⑵　

交
通
安
全
対
策
事
業
で
実
施
す
る
運

転
免
許
返
納
者
等
に
対
す
る
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
利
用
券
配
布
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
周
知
が
不
十
分
な
た
め
に
、
利

用
し
て
い
な
い
人
が
い
る
。
制
度
の
周

知
徹
底
と
分
か
り
や
す
い
広
報
等
に
努

め
、
効
果
的
に
交
通
事
故
防
止
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
運
用
す
る
こ
と
。

⑶　

交
通
安
全
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
都
合
で
対
応
さ
れ
て
い
な
い
設

備
が
な
い
か
よ
く
点
検
し
、
適
切
な
予

算
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
早
期
に
設
置
す
る
こ

と
。

⑷　

新
規
事
業
で
、
職
員
２
名
分
の
防
災

士
資
格
の
取
得
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
防
災
の
知
識
普
及
と
地
域
全
体

の
防
災
力
向
上
の
た
め
、
女
性
職
員
や
、

消
防
団
員
等
へ
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
。

⑸　

災
害
対
策
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
防

災
マ
ッ
プ
作
成
は
速
や
か
に
実
施
し
、

台
風
や
水
害
が
多
発
す
る
時
期
に
間
に

合
う
よ
う
町
民
に
配
布
す
る
こ
と
。

⑹　

議
場
の
傍
聴
席
の
増
設
と
、
事
務
局

執
務
室
の
拡
張
に
つ
い
て
、
早
急
に
実

現
を
図
る
こ
と
。

　３月定例会では、一般会計予算ほか当初予算13件が提案され、委員会で集中的に審議する
ことにしています。委員会の審議の結果、次のような意見が出され報告されました。

※課名は３月定例会時点の名称です。
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⑴　

農
業
災
害
対
策
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進
に
当
た
っ
て
は
、

丁
寧
な
説
明
と
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

⑵　

移
住
・
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
１

億
を
超
え
る
予
算
の
殆
ど
が
委
託
料
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
が
主
体
性
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
。
体
験
農
園
の
整
備
、
二
地
域
居
住

体
験
施
設
の
修
繕
等
、
新
組
織
体
制
下
に
お

い
て
も
、
各
課
事
業
等
の
連
携
に
よ
り
、
着

実
な
進
展
に
努
め
る
こ
と
。

⑶　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
に
対
す
る

期
待
は
大
き
い
。
新
規
就
農
支
援
、
起
業
だ

け
で
な
く
、
行
政
の
支
援
者
、
担
い
手
と
し

て
の
育
成
等
、
制
度
の
枠
組
み
を
十
分
に
活

用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
、

隊
員
に
対
し
て
は
、
丁
寧
な
支
援
、
育
成
に

努
め
る
こ
と
。

⑴　

町
道
改
良
に
つ
い
て

は
、
改
良
が
長
期
に
わ

た
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
の
で
、
財
源
の
確
保

と
早
期
実
施
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、
路
線
箇

所
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
、
工
期
短
縮
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
こ
と
。

⑵　

町
営
住
宅
、
災
害
復

興
公
営
住
宅
の
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
定
住
化

に
資
す
る
よ
う
、
各
課

連
携
し
、
子
育
て
支
援

と
住
宅
支
援
を
組
み
合

わ
せ
た
施
策
を
検
討
す

る
こ
と
。

⑴　

産
業
廃
棄
物
、
一
般

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に

つ
い
て
は
、
地
域
と
連

携
の
う
え
監
視
を
強
化

す
る
こ
と
。

⑵　

畜
産
公
害
な
ど
の
悪

臭
で
悩
む
住
民
の
た
め
、

新
た
な
機
器
の
導
入
等
、

対
策
を
図
る
こ
と
。

⑶　

火
葬
場
の
早
期
整
備

　

に
努
め
る
こ
と
。

⑴　

人
間
ド
ッ
ク
、
各
種

検
診
事
業
等
、
受
診
率

向
上
に
努
め
、
町
民
の

健
康
増
進
を
図
る
こ
と
。

⑵　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
が
再

開
さ
れ
る
の
で
、
広
報

等
、
周
知
徹
底
に
努
め

る
こ
と
。

⑴　

仮
置
き
場
全
22
カ
所

の
う
ち
、
令
和
４
年
度

に
は
新
た
に
７
カ
所
の

工
事
発
注
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
令
和
３
年
度

内
発
注
分
を
含
め
、
着

実
に
返
還
し
て
い
け
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

予算委員会の審議中、３月11日は議員全員で黙祷をささげました ▼
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予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
令和4年度当初予算を
（2022年）

CHEC
K

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年

度
以
降
で
は
実
質
的
に
最
も
少

な
い
86
億
６
０
０
０
万
円
と
な

る
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。
震
災

か
ら
11
年
を
経
過
し
、
復
興
の

た
め
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
が
完
了
し
つ
つ
あ
る
一
方
、

い
ま
だ
収
束
の
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
の

費
用
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の
改

修
費
用
、
移
住
定
住
促
進
事
業

な
ど
、
従
来
の
取
り
組
み
を
継

承
し
、
推
進
す
る
た
め
の
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
会
が
繰
り
返
し
要

望
し
て
き
た
、
学
校
給
食
の
完

全
無
償
化
、
前
田
遺
跡
の
調
査

費
用
、
町
長
の
公
約
で
あ
る

地
区
公
民
館
へ
の
Wi-

Fi
整
備
、

里
山
観
光
事
業
等
、
新
た
な
予

算
も
組
み
込
ま
れ
、
一
定
の
評

価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
加
速
の
一
途
で
あ

る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
、
休

止
さ
れ
た
事
業
の
再
開
と
継
承
、

閉
校
後
の
施
設
等
の
活
用
、
新

火
葬
場
の
整
備
な
ど
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
。
さ
ら
に
は
、
変
異
を
繰

り
返
す
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
、

町
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

制
御
不
能
な
事
態
も
想
定
さ
れ

る
。

　

当
局
に
お
い
て
は
、
一
部
、

職
員
に
よ
る
ミ
ス
や
事
務
怠
慢

な
ど
も
生
じ
て
い
る
の
で
、
連

携
を
密
に
し
、
風
通
し
の
よ
い

職
場
体
制
の
醸
成
に
努
め
る
こ

と
。
そ
の
う
え
で
、
４
月
か
ら

の
新
た
な
組
織
体
制
に
着
実
に

移
行
し
、
常
に
緊
張
感
を
持
ち
、

新
た
な
時
代
課
題
に
、
適
切
か

つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
町
政
進

展
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
意
見
し
、

令
和
４
年
度
各
会
計
当
初
予
算

13
件
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
す

る
。

　

な
お
、
予
算
の
説
明
に
お
い

て
は
、
各
課
統
一
の
様
式
に
よ

り
、
説
明
事
項
に
過
不
足
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
臨
む
こ
と
。

令
和
４
年
３
月
16
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤　

喜
三
郎

⑴　

議
会
中
継
に
つ
い
て
、

よ
り
鮮
明
に
見
や
す
く

な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑵　

議
場
の
傍
聴
席
の
増

設
と
、
事
務
局
執
務
室

の
拡
張
に
つ
い
て
、
早

急
に
実
現
を
図
る
こ
と
。

⑴　

認
定
こ
ど
も
園
を
計

画
ど
お
り
開
設
で
き
る

よ
う
、
着
実
な
整
備
を

図
る
こ
と
。

⑵　

出
産
祝
金
に
つ
い
て

は
、
増
額
を
検
討
す
る

こ
と
。

⑴　

閉
校
後
の
施
設
、
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、

各
課
連
携
し
、
積
極
的

に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

⑴　

羽
山
の
森
美
術
館
事

業
に
お
い
て
は
、
運
営

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
委
託
費
、
施
設
改

修
費
等
、
必
要
な
費
用

は
、
適
切
に
予
算
に
反

映
す
る
こ
と
。

⑵　

代
官
所
跡
の
石
碑
は
、

早
急
に
設
置
場
所
を
決

定
す
る
こ
と
。
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一 般 質 問

まちの課題を問う !まちの課題を問う !
３月議会定例会の一般質問には７人の議員が登壇しました。

※質問の順番はくじによって決められます。

菅　野　清　一 議員

●避難解除に伴う復興支援事業に
　ついて
●再生可能エネルギーについての
　町の対応は
●福島広域連携都市圏事業の取り
　組みは

14

石　河　ル　イ 議員

●新型コロナ感染症対策について
●認定こども園開園に伴う幼稚園
　職員の処遇について
●国道349号線の改修について
●町道の除雪について

16

蓮　沼　洋　志 議員

●新型コロナ感染症対策について
●10年後の高齢化社会を見据え
　ての対策は
●教育振興対策について

20

山　家　恵　子 議員

●コロナ禍における女性の負担軽
減、生理の貧困の対策支援につ
いて

●公共トイレ及び公衆トイレの管
　理と改修について

19

新　関　善　三 議員

●農業の振興方策の取組について
●政策推進課の取組と対応について

17

高　橋　清　美 議員

●選挙公約の「五つの約束」の実
　績と今後の取り組みは
●小学校等の統合による跡地施設
　の活用は

15

菅　野　信　一 議員

●町の避難対策について
●川俣高等学校の活性化及び存続
　について
●川俣町空き家等対策について

18
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菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

①
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の

見
直
し
は
。

②
粗
飼
料
生
産
拠
点
、
ア
ン
ス
リ
ウ

ム
栽
培
の
成
果
と
課
題
は
。
農
地
の

復
興
や
、
燃
料
費
の
高
騰
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

③
避
難
解
除
の
際
の
確
約
書
は
守
ら

れ
て
い
る
の
か
。

①
少
子
高
齢
化
の
加
速
な
ど
、

確
か
な
復
興
を
実
感
で
き
な

い
住
民
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
交

流
人
口
の
拡
大
と
移
住
定
住
事

業
に
取
り
組
む
予
定
で
、
移
住

定
住
事
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

受
け
付
け
る
窓
口
を
開
所
し
、

情
報
発
信
と
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

②
粗
飼
料
倉
庫
を
７
棟
、
農
業

用
機
械
を
37
台
整
備
し
、
作
付

は
、
87
㌶
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

ア
ン
ス
リ
ウ
ム
は
組
合
員
12
人
が
年

間
約
30
万
本
を
出
荷
し
、
日
本
一
に

な
り
ま
し
た
。
原
油
高
の
影
響
で
経

営
削
減
な
ど
に
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
「
川
俣
町
の
復
興
・
再
生
に
向
け

て
の
確
約
書
」
で
、
国
が
全
面
的
に

先
頭
に
立
つ
、
と
取
り
交
わ
し
て
い

ま
す
の
で
、
復
興
・
再
生
に
つ
い
て

要
請
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

町
長 復

興
・
再
生
に
国
と
交
わ
し
た
確
約
は

国
に
要
請
し
て
い
き
ま
す

国
の
進
め
る
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
に
は
、
全
国
町
村
会

が
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
が
、

整
合
性
は
あ
る
の
か
。

国
の
制
度
上
、
中
心
都
市
が

主
導
権
を
発
揮
す
る
仕
組
み

町
長

質
問

①
大
型
風
力
発
電
事
業
の
そ

の
後
は
。

②
農
地
を
利
用
す
る
太
陽
光
発
電
に

問
題
は
な
い
か
。

③
景
観
破
壊
、
健
康
被
害
に
町
の
対

応
は
。

①
山
木
屋
地
区
４
区
（
字
八

木
付
近
）
に
か
け
て
の
風
力

発
電
事
業
に
は
、
環
境
被
害
を
出
さ

な
い
よ
う
、
地
区
住
民
か
ら
要
望
書

再
エ
ネ
発
電
被
害
へ
の

対
策
は

条
例
に
基
づ
き
指
導
し
ま
す

広
域
行
政
圏
と

地
方
分
権
の
整
合
性
は

相
乗
的
な
発
展
を

目
指
し
ま
す　
　

質
問

町
長

が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
塚

山
か
ら
山
木
屋
地
区
に
か
け
て
の
風

力
発
電
事
業
で
は
、
町
長
名
で
、
福

島
森
林
管
理
署
長
に
、
風
力
発
電
機

を
設
置
さ
せ
な
い
よ
う
要
望
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

②
昨
年
８
月
ご
ろ
か
ら
、
県
外
の
事

業
者
２
社
が
営
業
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
前
相
談
が
約
２
３
０
件
に

上
っ
て
い
て
、
権
利
、
耕
作
の
計
画

等
が
整
理
さ
れ
た
の
ち
、
農
業
委
員

会
を
通
じ
て
一
時
転
用
の
申
請
手
続

き
が
取
ら
れ
ま
す
。

③
本
定
例
会
で
提
案
し
て
い
る
再
エ

ネ
発
電
適
正
配
置
等
条
例
に
よ
り
、

適
切
な
維
持
管
理
を
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

で
、
結
果
的
に
さ
ら
な
る
都
市
へ
の

集
約
と
周
辺
部
の
衰
退
を
招
く
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
全
国
町

村
会
の
主
張
で
す
。
参
加
す
る
福
島

市
と
の
連
携
で
は
、
主
従
関
係
は
な

く
、
対
等
な
関
係
が
維
持
さ
れ
る
見

込
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
持
ち

寄
り
、
相
乗
的
な
効
果
に
よ
り
圏
域

全
体
が
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

国、県、町で交わした確約書
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高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

認
定
こ
ど
も
園
開
設
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

③
新
規
就
農
者
と
し
て
個
人
３
名
、

夫
婦
１
組
が
投
資
資
金
事
業
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
商
工
業
で
は
、
ア
サ

ヒ
通
信
株
式
会
社
や
、
ベ
ル
グ
福
島

が
、
工
業
団
地
に
研
究
施
設
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
最
先

端
技
術
等
の
導
入
、
活
用
に
よ
り
、

町
内
事
業
所
と
連
携
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
交
流
人
口
の
拡
大
と
、移
住
・
定
住

の
促
進
を
テ
ー
マ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
設
置
や
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
等
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
山
木
屋
地
区
で
は
ヒ
ュ
ッ
テ
フ

ァ
ー
ム
が
水
稲
作
付
を
20
㌶
ま
で
拡

大
し
た
ほ
か
、
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
農
家

が
１
件
、
そ
の
他
新
規
就
農
が
５
件

あ
り
ま
す
の
で
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

「
変
え
よ
う
川
俣
」「
顔
の
み

え
る
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」

の
こ
の
一
年
間
の
実
績
、
反
省
を
含

め
て
、
今
後
ど
う
実
現
す
る
の
か
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
営
業

補
償
の
充
実
は
。

②
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
は
。

③
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
の
充

実
と
強
化
は
。

④
復
興
事
業
の
総
点
検
と
新
た
な
復

興
計
画
の
推
進
は
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
と
発
展
は
。

①
チ
ラ
シ
や
防
災
無
線
な
ど

で
感
染
防
止
の
周
知
徹
底
と
、

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
、
県
支
援
に

加
え
て
町
独
自
の
事
業
者
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
川
俣
小
学
校
の
改
修
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
配
布
、
学
校
給
食
の
無
償

化
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
、

質
問

町
長

①
統
合
後
、
空
き
校
舎
と

な
っ
た
小
学
校
の
活
用
は
。

②
幼
稚
園
の
活
用
は
。

③
す
み
よ
し
保
育
園
の
活
用
は
。

質
問 小

学
校
等
の

跡
地
施
設
の
活
用
は

活
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す　
　
　

公
約「
五
つ
の
約
束
」の
実
績
と
今
後
の
取
組
は

移
住
・
定
住
を
促
進
し
ま
す

①
今
後
、
富
田
、
福
田
、
飯

坂
の
３
つ
の
小
学
校
の
活
用

方
針
を
検
討
し
ま
す
。

②
川
俣
、
川
俣
南
、
富
田
、
福
田
の

４
つ
の
幼
稚
園
の
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

③
す
み
よ
し
保
育
園
を
含
め
、
計
８

つ
の
遊
休
施
設
が
生
じ
ま
す
。
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
、
地
域
の
つ
な

が
り
の
面
、
防
災
、
交
流
人
口
な
ど

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
活
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

し
た
が
、
今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

を
活
用
し
た
誘
客
事
業
や
、
道
の
駅

で
の
イ
ベ
ン
ト
、
移
住
生
活
、
農
業

体
験
等
を
実
施
し
、
移
住
・
定
住
の

促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▶
富
田
小
学
校

町
長

▶
福
田
小
学
校

▶
飯
坂
小
学
校
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一 般 質 問

①
希
望
者
へ
の
無
料
検
査
、

学
校
な
ど
へ
の
検
査
キ
ッ
ト

の
配
布
は
。

②
５
〜
11
歳
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
は
。

③
学
校
で
の
感
染
状
況
と
対
策
は
。

④
自
宅
療
養
者
の
体
調
管
理
や
生
活

支
援
は
。

⑤
保
護
者
の
休
業
補
償
で
町
が
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

①
県
で
、
感
染
不
安
の
あ
る

無
症
状
の
方
向
け
に
、
無
料

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
川
俣
町

内
で
は
ハ
シ
ド
ラ
ッ
ク
が
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
学
校
等
で
は
、
症
状

の
あ
る
場
合
は
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
キ
ッ
ト
の
配
布
は
考
え
て
い
ま

16

質
問

①
町
の
幼
稚
園
教
諭
を
期
限

付
き
で
こ
ど
も
園
に
派
遣
す

る
と
い
う
説
明
だ
が
、
町
職
員
と
し

て
雇
用
継
続
で
き
な
い
の
か
。

②
労
働
組
合
と
の
合
意
の
も
と
労
使

協
定
を
締
結
で
き
る
の
か
。

①
令
和
４
年
度
で
閉
園
す
る

富
田
幼
稚
園
、
川
俣
南
幼
稚

園
の
教
諭
（
※
町
職
員
）
に
つ
い
て

質
問 認

定
こ
ど
も
園
へ
の

職
員
派
遣
は

誠
意
を
持
っ
て
協
議
し
ま
す

せ
ん
。

②
３
月
12
日
か
ら
接
種
開
始
し
て
お

り
、
ご
予
約
の
の
ち
、
町
内
の
医
療

機
関
、
ま
た
は
福
島
市
の
Ｎ
Ｃ
Ｖ
ふ

く
し
ま
ア
リ
ー
ナ
で
接
種
で
き
ま
す
。

④
県
が
対
応
し
ま
す
。
本
人
の
意
向

を
聞
き
と
り
、
県
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
食
料
な
ど
を
町
で
置
き
配
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
体
調
に
変
化
が

あ
れ
ば
、
保
健
所
が
24
時
間
体
制
で

電
話
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⑤
休
業
補
償
は
、
国
県
に
事
業
主
や

保
護
者
本
人
が
申
請
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
制
度
の
周
知

徹
底
を
図
り
ま
す
。

③
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
健
康
観
察
、
体
調
不
良
時

の
取
り
扱
い
な
ど
、
基
本
対
策
の
徹

底
を
図
り
、
対
処
し
て
い
ま
す
。

町
長

石 河 ル イ 議員
いし　かわ　

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
の

拡
充
は

連
携
し
て
対
応
し
ま
す

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
認
定
こ
ど

も
園
の
開
設
に
伴
い
、
職
場
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
園
へ
の
３

年
ま
た
は
５
年
間
の
派
遣
か
、
一
般

行
政
職
へ
の
任
用
替
え
と
な
り
ま
す
。

派
遣
期
間
は
法
律
の
定
め
で
す
。
各

職
員
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
適

切
な
人
事
配
置
に
努
め
ま
す
。

②
誠
意
あ
る
協
議
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

①
「
15
セ
ン
チ
以
上
」
で
実

施
さ
れ
る
が
そ
の
判
断
は
。

②
寒
波
が
長
引
い
て
凍
結
す
る
場
合

の
対
応
は
。

③
除
雪
状
況
は
確
認
し
て
い
る
の
か
。

①
「
積
雪
深
15
セ
ン
チ
」
は

基
準
で
あ
り
、
気
象
や
路
面

状
況
に
応
じ
て
判
断
し
ま
す
。

②
町
で
融
雪
剤
等
を
撒
き
ま
す
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
住
民
に
支
給
し
て

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
委

託
事
業
か
ら
の
報
告
に
よ
り
確
認
し

て
い
ま
す
。

質
問 町

道
の
除
雪
状
況
は

確
認
し
て　
　
　

対
応
し
て
い
ま
す

町
長

町
長

教
育
長

①
県
に
要
望
は
し
て
い
る
か
。

②
小
島
地
区
の
路
面
の
補
修

予
定
は
。①

令
和
３
年
度
で
は
４
回
行

っ
て
い
ま
す
。

②
舗
装
の
一
部
補
修
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

質
問 国

道
３
４
９
号
の

改
良
は

県
に
要
望
し
て
い
ま
す

町
長

【訂正とお詫び】前号（No.180）11ページの見出し「高齢医者の補聴器購入に助成を」は
　　　　　　　「高齢者の補聴器購入に助成を」の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。
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①
当
町
の
主
要
農
産
物
の
生

産
販
売
の
状
況
は
。

②
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
に
よ
る
外
食
需
要
の
減
、
価
格

の
低
迷
等
、
営
農
意
欲
維
持
の
た
め

の
支
援
策
は
。

③
燃
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
対
策
は
。

④
集
落
営
農
推
進
の
取
組
状
況
と
推

進
方
策
は
。

①
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
が
６

万
キ
ロ
、
販
売
額
３
６
０
０

万
円
、
キ
ュ
ウ
リ
２
万
キ
ロ
、
５
７

１
万
円
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
38
万
本
、

７
６
７
５
万
円
、
小
菊
１
３
５
万
本
、

５
４
８
８
万
円
、
川
俣
シ
ャ
モ
３
３

２
１
２
羽
、
３
億
７
２
６
万
円
な
ど

で
す
。

②
生
産
者
対
策
と
し
て
、
❶
主
食
用

米
か
ら
の
作
付
転
換
、
❷
収
入
保
険

へ
の
加
入
促
進
の
二
つ
を
推
進
し
て

質
問

町
長

農
業
支
援
の
方
策
は

関
係
機
関
で
連
携
し
て
支
援
し
ま
す

写真はトルコギキョウ農家（町ホームページより）

①
施
策
の
工
程
と
重
点
取
組

計
画
は
。

②
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
強
化
計
画

は
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
手
続
き
は
何
か
。

住
民
の
利
便
性
は
向
上
す
る
の
か
。

①
令
和
７
年
度
ま
で
に
❶
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
、
❷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
、
❸
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
❹
人
工
知
能
等
の
利
用

促
進
、
❺
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
❻

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底
の
６
つ

の
重
点
分
野
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
情
報

化
計
画
を
令
和
４
年
度
に
策
定
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
情
報
部
門
の
職
員
だ
け
で
な
く
、

質
問 デ

ジ
タ
ル
推
進
の

工
程
は

令
和
７
年
度
の　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
し
ま
す

全
て
の
職
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
、

意
識
変
革
も
あ
わ
せ
て
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

税
関
係
、
子
育
て
関
係
、
介
護
関
係

な
ど
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
手
続
き
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

町
長

い
ま
す
。

③
県
で
、
施
設
園
芸
等
の
農
家
に
対

し
、
灯
油
の
使
用
料
を
削
減
す
る
た

め
の
資
材
の
導
入
を
支
援
し
て
お
り
、

町
で
は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

④
地
域
の
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
よ
り
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

行政手続のオンライン化はマイナンバーカードから
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一 般 質 問

①
県
が
示
し
た
高
校
改
革
後

期
計
画
を
当
局
は
ど
の
よ
う

に
認
識
す
る
か
。

②
高
校
の
存
続
に
、
地
元
自
治
体
と

し
て
ど
の
よ
う
に
携
わ
る
の
か
。

①
②
川
俣
高
校
は
地
域
と
協

働
し
、
地
域
社
会
を
支
え
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
４
月
か
ら
は
３
学
年

と
も
普
通
科
１
ク
ラ
ス
の
み
と
な
り

ま
し
た
。
原
発
事
故
、
少
子
化
の
影

響
は
あ
り
ま
す
が
、
地
元
自
治
体
と

し
て
、
存
続
の
た
め
、
し
っ
か
り
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

①
避
難
所
を
速
や
か
に
開
設

で
き
る
よ
う
、
消
防
団
と
は

協
議
し
た
の
か
。

②
地
域
防
災
計
画
の
避
難
所
、
避
難

場
所
に
、
誤
解
を
招
く
記
載
は
な
い

か
。

③
非
常
用
備
蓄
品
の
備
蓄
量
は
。
各

避
難
所
へ
の
配
置
状
況
は
。

①
指
定
避
難
所
へ
は
、
職
員

を
派
遣
し
て
開
設
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
地
元
消
防
団
に
は
、

本
部
か
ら
、
危
険
箇
所
や
避
難
が
必

要
な
人
の
把
握
を
お
願
い
し
て
お
り
、

よ
り
緊
急
な
場
合
に
は
、
避
難
所
の

確
保
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
ま

す
。

②
令
和
３
年
５
月
の
法
改
正
と
、
県

が
令
和
３
年
10
月
に
公
表
し
た
洪
水

浸
水
想
定
区
域
に
対
応
す
る
よ
う
、

町
の
防
災
計
画
を
見
直
し
し
て
い
ま

菅 野 信 一 議員
かん　 の　 しん　いち
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質
問

町
長

町
長

川
俣
高
校
の

活
性
化
と
存
続
は

存
続
の
た
め　
　
　
　

し
っ
か
り
支
援
し
ま
す

質
問

空
き
家
等
へ
の

取
組
状
況
は

調
査
し
、　
　
　
　

対
応
し
て
い
き
ま
す

質
問

①
５
年
前
の
空
き
家
実
態
調

査
後
の
状
況
は
。

②
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

状
況
は
。

③
特
定
空
き
家
に
対
す
る
具
体
的
措

置
の
状
況
は
。

①
現
在
、
調
査
中
で
す
が
、

空
き
家
候
補
が
新
た
に
３
３

８
件
増
え
、
空
き
家
数
は
６
１
４
件

の
見
込
み
で
、
空
き
家
率
約
11
・
４

㌫
に
な
り
ま
す
。

②
空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
て
も
ら

う
た
め
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
配
布

し
た
ほ
か
、
講
習
会
を
開
催
し
て
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
周
囲
に
危
険
や
悪
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
空
き
家
が
「
特
定
空
き
家
」

で
、
行
政
か
ら
の
指
導
、
処
分
の
対

象
と
な
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

特
定
空
き
家
と
し
て
認
定
さ
れ
た
空

き
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

町
の
避
難
所
対
策
は
適
切
か

再
確
認
し
対
応
し
ま
すす

。
避
難
所
等
一
覧
に
つ
い
て
も
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
誤
解
が
な
い
よ

う
に
再
確
認
い
た
し
ま
す
。

③
非
常
食
と
し
て
、
白
米
等
７
品
目

を
１
０
０
か
ら
４
０
０
食
程
度
の
ほ

か
水
２
６
１
本
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

日
用
品
は
毛
布
が
１
５
８
枚
、
寝
袋

６
１
２
袋
、
ほ
か
タ
オ
ル
、
歯
ブ
ラ

シ
４
０
０
程
度
な
ど
を
備
蓄
し
て
い

ま
す
。
避
難
所
に
は
、
毛
布
、
間
仕

切
り
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

ご
提
案
の
と
お
り
、
食
料
そ
の
他
用

品
等
の
備
蓄
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町の発展にも大きく貢献してきた川俣高校
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ま ち の 課 題 を 問 う

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ
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①
生
理
の
貧
困
の
問
題
に
対

し
町
の
認
識
は
。

②
防
災
備
蓄
品
と
し
て
、
生
理
用
品

は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
か
。
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
計
画
が
必
要
で
は
な
い

か
。

③
防
災
備
蓄
品
を
有
効
活
用
し
、
必

要
と
さ
れ
る
方
に
無
償
配
布
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

④
小
・
中
学
校
や
公
共
施
設
等
の
ト

イ
レ
に
、
生
理
用
品
を
配
置
で
き
な

い
か
。

⑤
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
、
女
性
へ
の
支
援
体
制
を
整

備
で
き
な
い
か
。

⑥
女
性
の
負
担
軽
減
を
図
る
相
談
支

援
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
女
性
へ
の

支
援
の
重
要
性
、
生
理
の
貧

困
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
町
と

コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
支
援
は

検
討
し
て
支
援
強
化
を
図
り
ま
す

質
問

町
長

し
て
も
、
保
健
福
祉
課
窓
口
で
生
理

用
品
を
配
布
す
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

②
③
現
在
、
生
理
用
品
は
備
蓄
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
備
蓄
品

に
加
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
計
画
は
、
古
い
も
の

か
ら
順
に
使
用
し
て
計
画
的
に
買
い

足
し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
す
が
、

今
後
、
無
償
配
布
も
含
め
て
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
⑥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
て
女
性
へ

の
相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
場
合
、

交
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
で

は
、
現
在
、
生
活
困
窮
自
立
支
援
相

談
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
と
連

携
し
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
相
談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
、
公

衆
ト
イ
レ
の
管
理
は
適
切
か
。

②
全
箇
所
を
点
検
し
、
改
善
計
画
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改
修
予
定

は
。

①
町
有
施
設
の
ト
イ
レ
は
、

各
担
当
課
で
管
理
し
て
い
ま

す
。
点
検
、
清
掃
等
は
、
委
託
し
て

行
っ
て
お
り
、
破
損
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
、
担
当
課
で
随
時
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

②
③
優
先
順
位
や
財
源
を
考
慮
し
て

修
繕
や
改
修
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
設
計
、
防
災
対
応
な
ど
に
も

配
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
ト
イ
レ
等
の

改
修
は点

検
し
、　
　
　

対
応
を
図
り
ま
す

質
問

町
長

④
学
校
で
の
生
理
の
相
談

は
養
護
教
諭
が
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
思
春
期
に
な
る
中
学
生

に
は
、
女
子
ト
イ
レ
へ
の
配
置
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

主な点検箇所

中央公園内トイレ

道の駅内トイレ

中央公民館トイレ

瓦町トイレ

羽山の森美術館トイレ

指　　摘　　事　　項

多目的トイレ内のおむつ交換用具の交換を。

男性用オストメイトトイレの修繕を。

オストメイトトイレの改修予定は。

相当に古く、汚い。更新予定は。

２階トイレが和式なので洋式化を。

町　の　回　答

早期に交換する。

県に要望中。

２箇所に設置する。

全体的な検討を図る。

利用状況を確認中。
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一 般 質 問まちの課題を問う

①
中
学
生
の
学
力
が
低
下
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
実
態
は
。

②
生
徒
数
が
減
少
し
、
先
生
も
多
忙

で
あ
る
た
め
部
活
改
革
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
が
、
現
状
は
。

③
閉
校
す
る
３
校
の
振
興
策
は
。

①
国
語
に
つ
い
て
は
全
国

平
均
並
み
で
す
が
、
数
学

の
比
較
で
は
、
全
国
よ
り
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
学
力
の

捉
え
方
が
「
い
か
に
多
く
の
知
識
を

①
高
齢
者
施
設
入
所
者
や
従

事
者
、
そ
の
他
高
齢
者
の
接

種
は
進
ん
で
い
る
か
。

②
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
感
染
し
て
、

入
院
が
で
き
ず
に
死
亡
す
る
事
例
が

あ
る
よ
う
だ
が
。

①
高
齢
者
施
設
９
カ
所
と
も
、

本
年
２
月
か
ら
接
種
を
開
始

し
、
３
月
１
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
方
へ
は
、
２
回
目
未
接

種
者
を
除
い
て
３
月
中
旬
ま
で
に
３

回
目
接
種
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

②
感
染
者
へ
の
対
応
は
、
県
の
担
当

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
病
床
使
用
率

は
48
㌫
で
、
入
院
が
で
き
な
い
事
態

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し
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質
問

町
長

①
サ
ロ
ン
の
推
進
と
充
実
は
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
は
。

③
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
被
害
対
策
は
。

④
養
護
者
の
高
齢
者
虐
待
対
策
は
。

①
現
在
、
サ
ロ
ン
は
１
３
０

団
体
で
、
孤
立
を
防
い
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
重
要
な
活

動
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
か
ら
相

談
、
補
助
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
高
齢
者
向
け
に
、
交
通
安
全
に
関

す
る
知
識
の
普
及
や
、
運
転
免
許
自

主
返
納
者
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利

用
券
50
枚
を
交
付
す
る
な
ど
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問 10

年
後
の
高
齢
化
を

見
据
え
た
対
応
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て

対
応
し
ま
す　
　
　
　

質
問 教

育
振
興
の
対
応
策
は

調
査
研
究
し
て
対
応
し
ま
す

身
に
つ
け
て
い
る
か
」
か
ら
、
主
体

的
に
考
え
、
他
者
や
資
料
を
通
じ
て

対
話
し
な
が
ら
深
く
考
え
る
、「
生

き
て
働
く
学
力
」
を
身
に
つ
け
る
、

と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
授
業
力
の
向
上
等
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
教
育
環
境
の
変
化
か
ら
、
教
員
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
多
く
、

令
和
５
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動
が

地
域
に
移
行
さ
れ
る
ほ
か
、
長
時
間

の
部
活
が
生
徒
、
教
師
と
も
に
疲
労

の
蓄
積
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
も

あ
っ
て
、
県
で
教
職
員
の
多
忙
化
を

防
ぐ
計
画
を
立
て
、
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
今
後
、
施
設
活
用
の
成
功
事
例
等

を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
県
警
が
主
に
啓
発
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
町
で
も
広
報
誌
等
で

注
意
喚
起
、
意
識
啓
発
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
き
め

細
や
か
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

教
育
長

つながりを保つため重要なサロン活動

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

進
ん
で
い
る
か

対
応
に
努
め
ま
す
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全員協議会レポート

　令和４年３月11日、第７回議会全員協議会を開催し、２月26日に新聞
報道された産業課主任主査の懲戒事案について、詳細な説明を受けた。
　当該職員の職務怠慢を当局が認識したのは令和３年４月５日からである
と報告されたが、古くは平成29年度中の事務から生じており、いずれも
不利益を被った農業者のほか、国、県等行政機関、農業委員会、ＪＡなど、
多くの関係者に多大な迷惑をかけ、その都度、同課の同僚職員等の協力に
より、対処されてきたものである。
　議員からは、発覚後、なぜ、もっと早く処分し公表しなかったのか、処
分保留のまま調査されている期間も町職員として通常勤務し、給与、ボー
ナスが支給されており不適切ではないのか、報道になるまで処分を知らな
かった職員もおり、指揮監督者として説明が足りないのではないのか、な
どの疑問や意見が出された。
　今般の事案に関しては、既に当該職員に関する処分は決定されたもので
あるが、当局の意思決定までの緩慢さと、処分決定後のその他の職員に対
する説明責任、意思疎通には、問題があるものと考える。職場全体の士気
の低下を招き、再発防止を損ねる恐れがある。
　個人の起こした不祥事ではあるが、組織がどう捉え、どう対処したのか
が、迷惑を被った関係各位のほか、職員、ひいては町民に対する当局の反
省と改善のメッセージであるので、今後は、緊張感を持って、迅速な対応
に努めるよう要請する。
　また、再発防止のため、業務を職員個人に任せきりにせず、常に複数人
の目が届くような、風通しのよい職場環境づくりに、全庁を挙げて努める
べきである。
　以上、猛省を促し、意見する。
　　令和４年３月16日

川俣町議会議長　高橋　道也

職員の懲戒処分に関する意見書

令和4年
第4回（2月25日）
第7回（3月11日）

職
務
怠
慢
で『
懲
戒
処
分
』に
意
見

職
務
怠
慢
で『
懲
戒
処
分
』に
意
見

　

２
月

　

２
月
2525
日
、
全
員
協
議
会
で
、
町
職
員
の

日
、
全
員
協
議
会
で
、
町
職
員
の

懲
戒
処
分
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

懲
戒
処
分
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、「
な
ぜ
、
処
分
ま
で
時
間
が

議
員
か
ら
は
、「
な
ぜ
、
処
分
ま
で
時
間
が

か
か
っ
た
の
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

か
か
っ
た
の
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

３
月
３
月
1111
日
に
再
度
、
経
過
等
が
説
明
さ
れ
ま

日
に
再
度
、
経
過
等
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
議
員
か
ら
は
、「
再
発
防
止
に
つ
な

し
た
。
議
員
か
ら
は
、「
再
発
防
止
に
つ
な

が
ら
な
い
」
と
し
て
、
議
長
名
で
、

が
ら
な
い
」
と
し
て
、
議
長
名
で
、

次
の
と
お
り
意
見
す
る
こ
と
と

次
の
と
お
り
意
見
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
議
長
か
ら

　

意
見
書
は
、
議
長
か
ら

町
長
に
口
頭
で
注
意
の

町
長
に
口
頭
で
注
意
の

う
え
手
渡
さ
れ
て

う
え
手
渡
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。
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全員協議会レポート

令和4年
第11回
（4月19日）ほか

3.16
福
島
県
沖
地
震

被
害
状
況

3.16
福
島
県
沖
地
震

被
害
状
況

　

３
月
16
日
午
後
11
時
36
分
に
発
生
し
た
最
大
震
度
６
強
の
地
震
被
害
に

つ
い
て
、
３
月
23
日
の
全
員
協
議
会
で
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
４
月
19
日

の
全
員
協
議
会
で
は
、
住
宅
の
一
部
損
壊
等
の
場
合
、
町
か
ら
補
助
金
を

出
す
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

被 害 概 要

●人的被害　なし（負傷者２名）
●避難状況　１名（なし）
●住宅等の被害　159件　※罹災証明書の件数（245件）
　内訳　半壊１件／一部損壊139件／調査中19件
●個人財産その他　87件
　※被災証明書の件数（137件）

●施 設 等　９施設（18施設）
【主な被害箇所】
川俣町体育館、山木屋中学校、
おてひめわくわくランドなどで、
天井、ガラス、壁面等に被害。
●道　　路　町道19箇所
●水　　道　にごり発生
　　　　　　※3.19までで復旧

（　）は、令和３年２月の地震被害件数

町内世帯等

公共施設等　※主な被害
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川俣町の新型コロナ陽性者の発生状況（R4.4.16時点） 計124人

新型コロナ感染が

急 増
新型コロナ感染が

急 増

再び地震被害を受けた体育館トレーニング室

令和４年２月以降、町内の新規感染者が急増しています。
町から、ワクチン接種状況等について報告を受けました。（4月16日時点）

●高齢者（65歳以上）の３回目ワクチンの接種率は94.8％
●64歳以下の３回目の接種率は57.1％
●５～11歳の１回目の接種率は36.9％、２回目の接種率は18.7％



議員がまちの“いま”を取材し、レポートします。

ま ち れ ぽ

かわまた議会だより23

　暖かな春の陽気に包まれた４月17日㈰、「春コスキン」の愛称で知られる「コスキン・エン・カワマタ」
が、中央公園野外音楽堂で行われました。数ある団体の中から今回は、子どもたちの演奏グループ「ア
ミーゴ・デ・川俣」を取材しました。
　小学４年生の授業で行われる「ケーナ教室」をきっかけに入団した子が多いとのことで、この日は
22人が参加しました。入団して間もない子もいて、とても楽しそうにしていました。中には、町の派
遣事業で本場アルゼンチンのフェスティバルに参加した子や、「将来はペルーに住んでみたい」という
子もいて、中南米音楽をきっかけに、世界を身近に感じて飛び立っていこうとする若者の大きな可能性
を感じました。
　残念ながら、台風とコロナ禍により、コスキンは３年間、開催されていません。各種イベントでの演
奏機会も激減していますが、この日は、久しぶりに子どもたちの一生懸命な姿を見ることができて、と
ても感動しました。
　会では、クリスマス会や３年生を送る会などで楽しんでいるとのこと。また、地域の方々や卒業生、
保護者の支えもあり、こうしたつながりが、半世紀にも及ぶ「コスキン・エン・ハポン」の活動を支え

ているのだと思いました。保護者会代表の松本幸
子さんも、「子どもたちをコスキンのステージに
立たせてあげたい」と、やさしく見守っています。
　日本を代表する川俣の「コスキン」。これまで
普及と発展に尽くされてきた皆さまに感謝すると
ともに、これからも町をあげて、支援
していく必要性を強く感じました。

【担当】作田　善輝 広報編集委員先輩グループの笛の音はお見事！の一言

川俣のともだち「アミーゴ・デ・川俣」

アミーゴ・デ・川俣
取材は４月17日㈰　午前10時～

第3回

●部員数
　小学４年生から高校生まで。35人
●練習日
　毎週金曜日　午後7時30分～午後９時
●練習場所
鶴沢公民館（※７月からは川俣町中央公民館）

●連絡・問合せ
斎藤寛幸（☎566-5050）まで。

※取材先を募集しています。議会事務局までご連絡ください。



小綱木字関場小綱木字関場

菅 野 松 夫菅 野 松 夫さんさん

　

春
爛
漫
！
桜
の
季
節
を
迎
え
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
記
念
事
業

と
し
て
中
央
公
園
に
植
え
ら
れ
た

「
宇
宙
桜
（
き
ぼ
う
の
桜
）」
も
満

開
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
、

小
さ
な
か
わ
い
ら
し
い
花
び
ら
を

見
て
い
る
と
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

重
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
町
の
５
つ
の
小
学

校
が
統
合
し
、
川
俣
小
学
校
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
し

た
。
絹
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

登
校
の
様
子
を
見
に
通
学
路
に

立
っ
て
い
る
と
１
年
生
の
ひ
と
り

が
、
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
で
グ
ー
タ

ッ
チ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
心
温

ま
る
出
来
事
で
胸
い
っ
ぱ
い
に
な

り
な
が
ら
、「
子
ど
も
た
ち
は
本

当
に
町
の
宝
だ
な
」「
大
切
に
見

守
っ
て
い
き
た
い
な
」
と
改
め
て

強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
山
家
恵
子
議
員
）
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編
集
常
任
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員
会
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　昭和30年に１町７カ村が合併して、
現在の川俣町が誕生しました。当時の人
口は、2万6949人。「将来は市に格上げ
か」と期待した町民の方もいたと思いま
す。現在の人口は、約半分の1万1720
人。減少の一途をたどり、過疎化、少子
高齢化に加えて、地震、原発事故、台風、
暴風など立て続けに天変地異に見舞われ、
心が折れかねない状況で、私自身も九死
に一生の出来事を経験しました。
　阿武隈高地に細長く伸びる、先人が残
したこの川俣町を、絶対に守っていかな
ければなりません。町の問題、課題、広
い見識のある議員の皆さんに対策を講じ
てもらいたいです。安全安心で、「自立
した町」であってほしい。ぜひ、次の世
代につないでいけるよう、春の息吹が感
じられるような、フレッシュな川俣に期
待します。

議員にエール

編
集
後
記

編
集
後
記

かわまた議会だより　第181号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　３月８日、２常任委員会で所管事務調査を行い
ました。
　総務産業常任委員会は、請願に係る調査として、
羽田烏合内集落の用排水路の現地調査を、厚生文
教常任委員会では、白河市の県文化財センター「ま
ほろん」、三春町の県環境創造センター「コミュ
タン福島」と、県動物愛護センター「ハピまるふ
くしま」を視察してきました。

総 務 産 業

厚 生 文 教
委員会活動報告委員会活動報告委員会活動報告

厚生文教常任委員会（写真はまほろん）

総務産業常任委員会


